
  



 

知的・発達障害の方が気をつけたい ５   の項目 

発達障害がある方の中には、汗をかきにくい方 
や、暑さやのどの渇きを感じることが苦手な方が 
います。こまめに水分を取り、冷却グッズを活用 
しましょう。 

体温計で検温するなど体調を確認し、体調が 
優れない日は外出を控えましょう。 

自分から不調をうまく伝えられない方もいま 
すので、排泄の回数や発汗の様子を慎重に 
観察し、室温もこまめにチェックしましょう。 

特定の服装にこだわりがあり気温が高くても 
厚着をしてしまう方などがいて、熱中症のリスク 
になります。 
体に触れて、体温管理をしましょう。 

重度の知的障害がある方の場合、「暑い」、 
「のどが渇いた」などをうまく伝えることができ 
ない人もいます。 周囲の人は「具合が悪く ない 
ですか」など 声がけをしましょう。 

冷却スプレー 

冷却シート 

冷感タオル 


